
 
 
 
 

コ
ス
モ
ス
の
思
い
出 

 
 
 
 
 

広
い
敷
地
の
真
ん
中
に
約
３
０
０
坪
の
実
験
棟
、
そ
の
周
り
に
ア
ン
テ
ナ
が
三
基
、

又
そ
の
周
り
を
大
き
く
、
バ
ラ
線
で
囲
ま
れ
た
敷
地
に
は
コ
ス
モ
ス
の
花
が
、
一
面

無
数
に
咲
き
乱
れ
て
い
た
。 

 

実
験
棟
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
作
り
で
、
屋
上
は
平
ら
で
広
い
庭
の
よ
う
で
あ
っ
た
、

こ
こ
は
神
奈
川
県
三
浦
郡
初
声
村
高
円
坊
、
五
十
年
以
上
前
の
懐
か
し
い
地
名
で
あ

る
。
こ
こ
は
入
隊
前
の
約
三
年
三
か
月
を
過
ご
し

た
所
で
あ
る
。 

 

周
り
は
高
台
に
な
っ
て
い
て
、
見
渡
す
限
り
の

三
浦
大
根
畑
で
あ
る
。
農
家
は
周
り
の
低
い
所
に

あ
り
、
そ
こ
か
ら
通
っ
て
農
作
業
を
し
て
い
た
。

ど
の
農
家
の
庭
先
に
も
鈴
な
り
に
な
っ
た
蜜
柑
の

木
が
植
え
て
あ
っ
た
、
温
暖
な
土
地
で
あ
ろ
う
。 

屋
上
に
出
て
南
を
眺
め
れ
ば
、
三
浦
三
崎
の
城

ヶ
島
、
瑠
璃
色
の
海
の
油
壺
を
手
前
に
、
太
平
洋

が
水
平
線
ご
と
視
界
に
飛
び
こ
ん
で
く
る
。
東
に

向
き
を
変
え
れ
ば
東
京
湾
だ
、
大
小
の
船
が
行
き

交
い
航
行
し
て
い
る
の
に
、
じ
っ
と
し
て
い
る
様

に
見
え
、
ま
る
で
お
伽
の
国
の
風
景
だ
。
西
は
相

模
湾
、
富
士
山
が
裾
を
ぼ
か
し
て
海
に
浮
か
ん
で

絵
図
の
よ
う
に
幻
想
的
だ
。 

北
西
は
、
浪
子
と
武
夫
で
有
名
な
逗
子
の
海
岸
が
遠
望
で
き
、
北
東
に
は
陸
軍
の

高
射
砲
陣
地
に
な
っ
て
い
た
。 

昭
和
十
六
年
の
夏
、
国
民
徴
用
令
で
、
同
級
生
三
人
と
一
年
上
の
三
人
計
六
人
が

横
須
賀
の
海
軍
技
術
工
廠
受
信
実
験
所
に
入
所
し
た
。
徴
用
検
査
の
時
、
お
前
は
何

か
特
技
が
あ
る
か
と
聞
か
れ
た
と
き
、
ラ
ジ
オ
い
じ
り
が
好
き
だ
っ
た
し
、
簡
単
な

も
の
は
作
っ
て
得
意
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
即
座
に
「
ラ
ジ
オ
組
み
立
て
が
出
来
ま

す
」
と
答
え
た
。
検
査
官
は
電
波
関
係
の
仕
事
が
適
当
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
の

時
、
珪
藻
土
山
で
力
仕
事
し
て
い
た
の
で
「
力
が
あ
り
ま
す
」
等
と
答
え
た
ら
、
造

船
工
場
か
、
兵
器
工
場
に
徴
用
さ
れ
た
ろ
う
。 

横
須
賀
の
実
験
所
に
、
逗
子
の
寄
宿
舎
か
ら
電
車
で
通
っ
た
。
同
郷
の
六
人
が
一



室
だ
っ
た
。
寄
宿
舎
の
生
活
は
総
て
軍
隊
と
同
じ
で
あ
る
。
朝
六
時
に
起
床
、
朝
礼
、

点
呼
、
体
操
、
食
事
、
駆
け
足
で
乗
車
、
八
時
の
作
業
開
始
ま
で
入
所
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
生
ま
れ
て
始
め
て
故
郷
を
離
れ
た
十
七
歳
の
青
年
は
世
間
し
ら
ず
で
あ

る
。
あ
の
時
は
辛
か
っ
た
。 

事
務
室
に
配
置
さ
れ
た
が
、
田
舎
者
の
悲
し
さ
。
仕
事
も
ろ
く
に
与
え
ら
れ
ず
、

一
日
の
長
い
こ
と
、
故
郷
の
珪
藻
土
山
で
力
仕
事
し
て
い
た
体
で
あ
る
。
と
う
と
う

辛
く
て
泣
い
て
し
ま
っ
た
。「
三
浦
半
島
の
真
ん
中
あ
た
り
に
あ
る
、
初
声
実
験
所
に

行
く
か
、
そ
こ
は
寂
し
い
所
で
、
殆
ど
休
み
な
く
、

夜
は
守
衛
と
二
人
だ
け
に
な
り
、
実
験
所
の
夜
警
も

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
事
も
風
呂
も
一
人
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。 

 

是
非
や
っ
て
下
さ
い
と
お
願
い
し
赴
任
が
決
ま

っ
た
。
寄
宿
舎
の
友
達
と
も
別
れ
て
単
身
初
声
受
信

実
験
所
に
、
毎
日
横
須
賀
か
ら
通
っ
て
居
る
研
究
員

と
共
に
赴
任
し
た
。 

私
の
居
室
は
実
験
所
の
入
り
口
に
あ
る
守
衛
室
で

あ
る
。
約
五
．
六
坪
の
建
物
で
あ
る
。
粗
末
な
台
所
、

浴
室
、
ト
イ
レ
等
が
付
属
し
て
い
た
。
守
衛
は
年
と

っ
た
元
海
軍
軍
人
で
、
入
り
口
で
軍
服
を
着
て
見
張

り
、
入
っ
て
く
る
軍
人
や
研
究
員
に
挙
手
の
敬
礼
を

す
る
。
戦
時
中
で
あ
る
の
で
厳
格
で
あ
る
。
私
の
勤

め
は
建
物
の
中
央
の
玄
関
脇
に
あ
る
事
務
室
で
、
研

究
以
外
な
ん
で
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

通
っ
て
く
る
研
究
員
の
出
勤
簿
の
整
理
、
そ
し
て
横
須
賀
の
本
部
に
昼
食
の
注
文
、

広
い
廊
下
や
ト
イ
レ
庭
な
ど
の
掃
除
、
電
話
の
取
り
次
ぎ
、
小
さ
い
ダ
ッ
ト
サ
ン
（
日

産
車
）
で
横
須
賀
の
本
部
か
ら
運
ん
で
く
る
昼
食
の
配
膳
、
等
を
一
人
で
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

夕
方
後
、
約
三
十
名
の
研
究
員
や
軍
人
は
バ
ス
で
帰
っ
て
行
く
。
後
に
残
る
の
は

守
衛
と
私
で
、
二
人
き
り
に
な
る
。
建
物
内
を
し
っ
か
り
点
検
し
、
戸
締
ま
り
電
源

を
切
り
、
施
錠
し
守
衛
室
に
戻
る
。
守
衛
は
二
人
居
て
毎
日
交
代
で
通
っ
て
い
た
。

 

皆
が
帰
っ
た
後
の
静
け
さ
は
何
と
例
え
た
ら
よ
い
か
、
今
で
も
思
い
出
さ
れ
る
。

 

風
が
出
る
と
ヒ
ュ
ウ
ヒ
ュ
ウ
と
ア
ン
テ
ナ
を
切
る
風
の
音
、
広
い
構
内
一
面
に
咲



く
コ
ス
モ
ス
の
花
の
揺
れ
、
夜
と
も
な
れ
ば
、
遠
く
海
に
浮
か
ぶ
船
の
灯
火
、
満
天

に
輝
く
星
。
ア
ン
テ
ナ
と
、
研
究
棟
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
満
月
や
、
新
月
の
淡
い

光
が
私
を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
世
界
に
引
き
込
ん
で
し
ま
う
。
満
月
の
美
し
い
夜
、
屋

上
に
ゴ
ザ
を
敷
き
寝
こ
ろ
ん
で
、
月
を
眺
め
た
夜
も
あ
っ
た
。
感
傷
家
で
涙
も
ろ
い

一
面
が
あ
り
、
一
人
で
静
寂
の
空
間
に
浸
っ
て
居
た
よ
う
だ
。 

 

約
半
年
一
人
で
頑
張
っ
た
、
給
料
は
一
緒
に
入
所
し
た
同
郷
の
友
達
よ
り
一
．
八

倍
位
多
く
て
五
十
円
以
上
だ
っ
た
。 

 

そ
の
内
か
ら
毎
月
十
円
ず
つ
母
に
仕
送
り
し
た
。
友
達
は
反
対
に
実
家
か
ら
、
い

く
ば
く
か
仕
送
り
を
受
け
て
居
た
よ
う
だ
。
研
究
所
も
だ
ん
だ
ん
人
員
が
増
え
て
き

て
、事
務
所
に
も
女
子
が
三
～
四
人
入
り
、大
学
出
の
事
務
長
が
入
っ
て
来
た
の
で
、

私
は
好
き
な
仕
事
に
配
置
換
え
し
て
貰
い
、
工
作
室
（
約
十
五
坪
）
で
研
究
員
の
注

文
品
を
作
り
、
合
間
に
電
気
の
事
や
ラ
ジ
オ
等
を
夢
中
で
や
っ
て
い
た
。
そ
の
部
屋

で
は
入
隊
す
る
ま
で
働
い
た
。 

 

配
置
換
え
と
同
時
く
ら
い
に
、
構
内
に
寄
宿
舎
が
で
き
、
約
三
十
名
位
で
寮
生
活

が
始
ま
っ
た
。
舎
監
は
海
軍
軍
人
将
校
で
総
て
規
律
は
軍
隊
式
で
あ
る
。
朝
は
起
床

の
号
令
と
と
も
に
跳
ね
起
き
寮
前
に
整
列
、
点
呼
を
受
け
た
後
、
近
く
の
農
道
約

二
千
米
を
か
け
声
と
と
も
に
駆
け
足
、
帰
っ
て
掃
除
、
朝
食
で
あ
る
。
食
事
は
近
く

か
ら
通
っ
て
く
る
年
輩
の
男
の
人
二
人
で
石
井
さ
ん
、
石
倉
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
る
。

 

寮
生
活
も
な
れ
て
来
た
。
近
所
の
農
家
と
も
知
り
合
い
に
な
り
、
よ
く
遊
び
に
行

き
、
東
京
見
物
に
そ
の
家
の
子
供
二
人
を
連
れ
て
行
っ
た
事
が
あ
る
。
新
宿
あ
た
り

で
写
し
た
写
真
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
。
又
老
夫
婦
と
も
知
り
合
い
に
な
り
、
毎
晩

の
よ
う
に
遊
び
に
行
き
、
子
供
か
孫
の
よ
う
に
お
世
話
な
っ
た
の
を
思
い
出
す
。 

 

毎
週
一
日
、
青
年
学
校
で
横
須
賀
に
通
っ
た
。
国
民
皆
泳
運
動
で
久
里
浜
海
岸
に

皆
で
泳
ぎ
に
行
っ
た
事
も
あ
っ
た
。 

 

農
繁
期
に
は
二
～
三
回
生
家
に
帰
さ
れ
三
～
四
日
働
い
て
帰
っ
た
。
終
戦
の
前
の

十
二
月
一
日
、
陸
軍
航
空
通
信
隊
浜
松
基
地
に
徴
兵
入
隊
し
た
。 

 

軍
隊
で
は
殆
ど
通
信
術
の
訓
練
に
明
け
暮
れ
、
前
線
に
は
行
か
ず
教
わ
り
得
で
、

終
戦
直
後
の
九
月
一
日
生
家
に
た
ど
り
着
い
た
。
横
須
賀
の
三
年
三
ヶ
月
と
軍
隊
の

九
ヶ
月
が
私
の
人
間
形
成
と
職
業
に
尊
い
指
針
を
与
え
て
貰
い
幸
せ
な
時
代
だ
っ
た

 

初
声
受
信
実
験
所
構
内
に
咲
き
乱
れ
、
風
に
揺
れ
る
コ
ス
モ
ス
の
花
の
哀
愁
に
似

た
風
情
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
十
二
年
十
月
二
十
三
日 

 


